ると、そこにはねばねばした巨大な液状の化け物がいた。
その姿は、よく言えば、もんじや焼き。悪くいえば……ううん、く、口にできない!と
にかく、やつこそゲップーに違いない!ゲップーは、きつい口臭をまき散らして怒鳴った。
「なんだおまえら、"はえみつ"を持ってきたのか!
◆はえみつがあれば215へ●なければ…………226
401
スキップサンド食べたぼくらは、あっという間に洞窟の中を駆け抜けた!505へ
402
ブーン!ぼくのバットは空振り!逆に笑いボールのアタックを受けてしまった!
「まて、今度はボクが相手だ!」
ジェフがぼくをかばうようにして立つと、バンバンガンを発射!見事命中したまではよ
かったが、敵の体がペ力ペカと点滅をはじめた。「まずい、爆発するつもりだ、ふせろ!」
バーン!間一髪、砂漠にふせたぼくらの頭上で、笑いボールは大爆発。背中に熱風が吹
きつけ、バラバラと部品が降ってきた。その1つがぼくの頭にゴン!(HPマイナス4)
「みんな大丈夫?ねえ、ねえ、これを見て!」

